
2024年 11月 29日 

品質管理委員会 第 2回「幹事会」議事録 
 
1．日  時  2024年 11月 14日(木) 16時 00分～17時 10分 

2．場  所  富山軽経営者協会 研修室 

3．出 席 者  谷川委員長はじめ幹事6名   （事務局）北野、安田 

4．内  容 

① 委員長挨拶 

お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。今年度の報告と残りの計画並びに来年度の

事業計画について審議いただくわけでございますが、今年度の振返りとしての感想と来年度の計画

については進め方についてご相談させていただきたくご意見をいただければと思います。 

② 報告事項 

〇 2024年度年間事業報告（資料1、1-1、1-2 事務局説明） 

[委員会活動]  

・幹事会は2回計画し、4/8は今年度の事業活動内容について審議した。本日(11/14)は、今年度の報

告と次年度の事業計画の審議を行う。 

・定例委員会は4回計画し、7/24は立山科学グループの見学と併せて開催。9/20は事例発表会(三光

合成様、武内プレス工業様)・ＧＤと併せて開催。今後の予定として 12/5 は講演会・ＧＤ(ご案内

済み)、2/20は勉強会と合わせて開催予定。 

・会報編集部会は、6/27、8/30、10/30と 3回開催し、企画・編集内容・紙面構成について審議した。

今後の予定としては、12/11に開催し、最終的な紙面構成などを進めて行き、3月に発刊する。 

・県外企業見学研修会は、10/17-18にかけて、福井県の(株)アイシン福井、日華化学(株)を見学した。

(14名の参加) 

・講座・セミナーの担当委員制を今年度も希望を募り、改善点などの意見をいただいている。本日ま

では 11 講座・セミナーを終了した。今後の 4 講座・セミナーにつきましてもご協力をお願いした

い。 

・日科技連主催の「品質管理シンポジウム」は、6月は三光合成様が参加、12月は現在のところ参加

者の応募がない状況である。 

[講座・セミナー]  

・「品質管理入門講座〈基礎編〉」から「ISO9001内部監査員養成講座」の15講座と富山県からの受託

事業「現場の技術・技能伝承支援研修」を計画し、開催した 12 講座(運営中も入れ)のうち募集定員

に満たない講座もあるが、基本的には募集定員を超える講座が多くあった。 

・7/23「なぜなぜ分析力活用セミナー＜基本コース＞」は一週間ほどで募集定員満員となり、追加で7/30

に開催した。 

・今後の予定としては、明日(11/15)開催の「変化点管理の考え方・進め方セミナー」、「５Ｓと目で

見る管理実践セミナー」、「品質管理入門講座〈実践編〉」、「ISO9001内部監査員養成講座」について

は、計画通り開催する予定としている。 

＜2月勉強会検討事項＞ 

・2/20の勉強会は、12月に講演会の企画としたこともあり、2社（立山電化工業様、日本カーボン様）

の事例発表（発表30分、質疑10分）としたい。 

＜来年度の検討事項＞ 

・富山経協の講座・セミナーは時代の流行を反映したものが少ないため、来年度は講座・セミナーま

たは勉強会として開催するか検討が必要。 

・事例発表後、発表をベースにしてＧＤをしてきたが、今年度はＧＤとの繋がりをもたせなかったの

で来年度は、どんな形でやればいいのか検討が必要。 



③審議事項 

〇2025年度年間事業計画(案)（資料2、2-1 事務局説明） 

2024年度の活動を継続した形で事務局(案)を作成。 

[委員会活動]  

・幹事会は4月と11月の 2回で計画。 

・定例委員会は7月を見学会、9月、12月、2月で、計4回を計画。 

・県外企業見学研修会は1泊 2日で10月の開催を計画。 

・「会報編集部会」は3月の発行に向けて5回を計画 

[講座・セミナー] 

・4 月「品質管理入門講座〈基礎編〉」から 3 月「ISO9001 内部監査員養成講座」までの現行 15 講座

は、担当委員からいただいた改善点を加えながら継続して開催を計画。 

・「なぜなぜ分析力活用セミナー＜基本コース＞」については、連続で2回開催とする。 

・「部課長実践講座」は 2 泊 3 日(木、金、土)で開催していたが、時代の変化に合わせて運営方法の

見直しを行っており、11月 22日の「運営部会」にて1泊 3日間(平日開催)としての開催を検討す

る予定。 

・「現場の技術・技能伝承支援研修」は、県の受託年が終了し来年度はプロポーザル形式になるので、

(仮)として予定している。 

＜決定事項＞ 

[委員会活動]  

・2025年度事業活動計画(案)については下記内容で12月の定例委員会で諮ることで承認を得た。 

・幹事会、定例委員会、県外企業見学研修会、会報編集部会は、事務局案どおり計画する。 

・定例委員会については7月、9月、12月、2月で計画するが、今までは委員長と事務局で決めてき

た併催事業について、来年度からは新たに幹事による部会組織をつくり、その部会で検討・企画す

る形にしたいので幹事の皆様に協力をお願いしたい。 

新たに設置するのは、 

① 企業見学企画部会(7月、10月の見学先・日程検討)  

＜メンバー＞ アイシン軽金属 新村様 他 2名 

② 講演・ＧＤ企画部会(9月、12月の定例委員会後のイベント検討) 

＜メンバー＞ 中越合金鋳工 中田様、北陸電力 河本様 他 1名 

③ 勉強会企画部会(2月勉強会のイベント検討) 

＜メンバー＞ 三協立山 谷畑様、北陸電機製造 岩峅様 他 1名 

【構成としては、幹事3名ずつ。欠席の幹事には、後日案内する。】 

※ 会報編集部会は既に清澤副委員長を部会長とした部会組織あり、7名で構成。 

[講座・セミナー]  

・現行の15講座の開催日程については、昨年の計画を元に開催する。 

 

 

以 上 


